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のこの文章から始まるジェーン・ハンフリーズの著書（Humphries, 2010, Childhood and Child 
Labour in the British Industrial Revolution）は，18 世紀末から 19 世紀中葉にかけて児童労働を
経験した労働者 617 人の自伝を用いることによって，大量の児童労働を用いた産業革命の姿をえが
くものである。
　実際，イギリス産業革命期における児童労働者の数は，1820 年代に 5 歳から 9 歳までの子ども









（1）　Thorne, Will（1925？）My Life’s Battles, with a foreword by the Rt. Hon. J.R.Clynes, MP, London: George Newnes 
Ltd.
（2）　2011 年 2 月に，BBC は本書をもとに，「ヴィクトリア時代を作った子どもたち（The Children Who Built 
Victorian Britain）」という歴史番組を制作した（BBC4）。それは，全編にわたるハンフリーズのナレーションと
多くの歴史家による解説，さらに産業革命期の子どもたちの印象的なアニメーションからなるもので，ニューヨー
クで開催された国際歴史制作プログラムの 2011 年度の最優秀賞を受賞した。また本書自体も，Economic History 
Association による 2011 年度の Gyorgy Ranki 賞を受賞している。













しかし，ヴィンセントが 142 人の自伝にもとづいているのに対して，ハンフリーズは，1750 年代
















（4）　以下，各論点については，基本的に原（2013）「書評，Jane Humphries, Childhood and Child Labour in the 
British Industrial Revolution」『大原社会問題研究所雑誌』No.651，65-71．（後に，原（2016）『ジェンダーの政治
経済学』に収録）を修正・補足したものである。
（5）　Vincent, D.（1981）Bread, Knowledge and Freedom: A Study of Nineteenth-century Working Class 
Autobiography, London: Europa Publications（ディヴィド・ヴィンセント，河北稔・松浦京子訳，1991『パンと知
識と解放と―19 世紀イギリス労働者階級の自叙伝を読む』岩波書店）．
（6）　Burnett, J.（ed.）（1982）Destiny Obscure: Autobiographies of Childhood, Education, and Family from the 
1820s to the 1920s, London: Allen Lane.





　ハンフリーズは，自伝の著者を，生まれた時期に応じて 4 つのコーホート，第 1 期（1790 年以
前），第 2 期（1791 ～ 1820 年），第 3 期（1821 ～ 50 年），第 4 期（1851 ～ 78 年）に分けて児童労
働の開始時期を調べている。自伝の著者はその大半が労働開始年齢を正確に書き記している。そう
でない場合も文脈から特定できることが多く，確定できないのは 97 事例にとどまったという（ibid. 
:175）。統計からわかるのは，労働開始年齢は 1800 年頃までに低下して，その後上昇に転じている
ことである。伝統的な産業革命期である第 2 期と第 3 期には，労働開始年齢は平均して約 10 歳で
ある。それに対して，第 1 期では 11.50 歳，第 4 期からは 11.39 歳となっている（ibid. :176）。
　また，驚くべきことに，児童労働を経験した子どもたち 617 人のうち，151 人は父親がいない家
庭で育っており，父親を知らないと答えた 33 人（8）を加えると，全体の約 3 分の 1 の子どもたちは，
一人親の母親のもとで暮らしていた（ibid. :62）。彼らは，10 歳か 11 歳までには非常に高い割合で
















もであっても，成人男性の賃金の 10 ～ 20％を受け取っており，10 代のはじめには，その値は女性
の賃金を上回るようになった（Humphries, 2010 :251）。このような子どもの労働市場参加率の拡大
に比べて，母親の労働市場進出の低さが目立つ。4 つのコーホートの全期間を通して，女性の労働
市場参加率は平均して 30.5 ～ 36.4％，夫が存在する世帯では 28.5 ～ 35.9％，寡婦は 29.2 ～ 29.8％，
そして一人親の母親は 53.3 ～ 57.1％という値が示されている（ibid. :105）。もちろん，夫の労働の
手助けという労働形態を加えれば，値はいくぶん高くなる。またこの数値は公表されている 1851
（8）　これは少年たちが行方不明の父親を死亡したものとして報告していたと解釈される（ibid. :63, 368）。












（ibid. :150）。このような歴史的事実は，イギリスにおいては「男性稼ぎ主家族」が 19 世紀中期以
降に成立したとする従来の標準的理解に対する問題提起でもある（10）。
　拡大された家族―労働者階級のネットワーク
　ピーター・ラスレット（Laslett, 1965 ＝ 1986）（11）が歴史人口学の立場から『われら失いし世界







ホートを見ていくと，伝統的産業革命期である第 2 期と第 3 期には家族形態の拡大がみられるので













































Prisoners，Register of Prisoners と呼ばれるものであり，そこでは，読みの能力と書きの能力が区








　齊藤健太郎「20 世紀初頭スコットランドにおける若年労働と徒弟制をめぐって―O. Gordon, 
A Handbook of Employments（1908）を読む」は，若年労働者の労働市場調査のため，オジル
ビー・ゴードン（Ogilvie Gordon）によって主催された，1906 年のスコットランド四大都市（グラ









を中心に」では，児童手当の骨子を示した『べヴァリッジ報告書』（1942 年 12 月）の刊行を受け
て始まった，1943 年から 1945 年に到る児童手当の制度設計をめぐる多様な意見とその成立過程が
検討される。その論点は，一つは給付水準であり，もう一つは父親と母親のどちらが給付を受け取
るのかであった。労働省のフィリップスを議長とした「べヴァリッジ報告書に関する公的委員会」
による「べヴァリッジ報告書」に「敵意のある議論」，そして 1944 年 9 月の『社会保険白書』で
「父親の財産としての手当」として明記されたことに反対する「家族手当協会」のラウントリーに
よる演説，さらに 25 の女性団体の動議など，議論の展開は今日までつづくテーマを含むものであ
る。著者は，救貧法を中心としたローカルな福祉システムと家族や広範な親族によって担われてき
た児童の扶養が 19 世紀末において新たな局面を迎えたという歴史的背景のもとで，児童手当の制
度設計の議論のなかに，20 世紀初頭からつづく「誰が児童の扶養の責任」を負うのかという思想
を読み取ることができるという。
 （はら・のぶこ　法政大学経済学部教授）　
